
 

 

 
 
 

 令和４年 1 月６日 

一般社団法人京都知恵産業創造の森  
 
 

関西の 8 大学が研究シーズの事業化に向けてプレゼンテーション 

『共創イノベーション SDGs×DX in けいはんな Presented by KSAC』を開催 
 

京都知恵産業創造の森は、事業化を目指している大学の研究シーズのプレゼンテーションを行い、 

事業会社、金融機関及びベンチャーキャピタルとのマッチングを促進し、協業や資金調達及び経営

人材の確保等に結び付け、新産業やスタートアップを創出する「共創イノベーション SDGs×DX 

in けいはんな Presented by KSAC」を下記のとおり開催いたします。 

ご取材等について、よろしくお願いいたします。 
 

記 
 

１．日 時 令和４年 1 月 2４日(月) 13 時～18 時 

 

２．場 所 けいはんなプラザ 3 階 大会議室（京都府相楽郡精華町光台 1-7） 

 

３．スケジュール 

  13 時～    開 会 

  13 時 10 分～ 関西 8 大学 13 の研究テーマのプレゼンテーション 

  16 時 50 分～ 交流会（登壇者と来場者との名刺交換、質疑等） 

    ※交流会の時間でしたら、登壇者や来場者への取材がスムーズに行えます。 

  18 時        閉 会 

 

４．登壇者及び研究テーマ等  

   別添のフライヤーを参照願います。  

 

５．主 催  

京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（一般社団法人京都知恵産業創造の森）  

    共 催 

   京都府、奈良先端科学技術大学院大学、公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構、 

   株式会社国際電気通信基礎技術研究所、株式会社京都銀行、株式会社けいはんな、 

   京都大学イノベーションキャピタル株式会社、大阪イノベーションハブ  

 

 

 

 

報道発表資料(京都府政記者クラブ、京都経済記者クラブ、学研都市記者クラブ) 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 一般社団法人京都知恵産業創造の森 スタートアップ推進部（担当：湯川、櫟） 

電話：075-353-7122 Email：startup@chiemori.jp 



事業化に向けて、関西の各大学が研究シーズをプレゼンテーションいたします。
新産業の創出に向けた研究の協業や市場調査の協力、又、起業に向けた経営人材の確保や資金調達など、新たな研究

シーズにご関心のある事業会社、金融機関及びベンチャーキャピタルのご担当者など、多くの皆様のご参加をお待ちし
ております。

令和4年 1月24日㊊ 
13時〜（受付開始12時30分〜）

けいはんなプラザ
３階大会議室　京都府相楽郡精華町光台1-7

参加費無料 リアル参加及びオンライン参加

イベント概要・参加申込はこちらから

共創イノベーション
SDGs×DX in けいはんなSDGs×DX in けいはんな
Presented by KSAC

アクセス　https://www.keihanna-plaza.co.jp/access/

★新祝園駅・祝園駅から奈良交通バスをご利用の場合
　バス停「ATR」下車
　所要時間約14分　運賃270円　5～15分間隔で運行
★学研奈良登美ヶ丘駅から奈良交通バスをご利用の場合
　バス停「けいはんなプラザ」下車　
　所要時間約10～14分　運賃230円　15分間隔で運行
　　　　　　　
お車でお越しの方は、会場に隣接する駐車場をご利用願います。

主　催　京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（一般社団法人京都知恵産業創造の森）
共　催　京都府、奈良先端科学技術大学院大学、公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構、
　　　　株式会社国際電気通信基礎技術研究所、株式会社京都銀行、株式会社けいはんな、
　　　　京都大学イノベーションキャピタル株式会社、大阪イノベーションハブ
後　援　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
協　力　関西イノベーションイニシアティブ
連絡先　一般社団法人京都知恵産業創造の森　スタートアップ推進部
　　　　電話 075-353-7122　Email: startup@chiemori.jp



登壇者 立命館大学　情報理工学部 教授　野間　春生

研究テーマ 人を超える超小型触覚センサの開発と産業応用
産業用ロボット向け触覚センサーを提供します。本センサは直径1.5mmの極小型のセンサであり、このサイズでは従来にな
い三次元触覚機能を有します。製造現場では従来のマスプロから少量多品種の製造が求められ、旧来の高速かつ正確に同じ
作業を繰返す産業用ロボットに人間のような器用さが求められています。本触覚センサを協働ロボットに導入することで、協
働ロボットが人間のように対象を正確に把握できるようになります。

登壇目的 ①パートナー企業との連携　②次世代製品の開発に向けた資金調達　
③デジタル回路とセンサ回路の接合に強い実装企業とのマッチング

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 准教授　大竹　義人

研究テーマ レントゲン画像と三次元医用画像の２D-３D 位置合わせによる骨の動きの高精度解析
手術中のモニタリングや背骨・肺などの動きの計測に用いられるレントゲン画像は三次元的な診断ができません。一方でCT
画像は撮影台に寝た状態しか撮影できません。本技術はCT画像と姿勢を変化させながら撮影したレントゲン画像から骨の三
次元的な動きの計測を可能にします。これにより、脊柱管狭窄症など小さな骨（脊椎）の三次元的な動きに関連する病気の
診断や機序の解明、患者個別のリハビリテーション計画に寄与できます。

登壇目的 ①事業化に向けたパートナー企業との連携　②システム開発と経営に関する人材の確保

登壇者 同志社大学文化情報学部・文化遺産情報科学調査研究センター
センター長／株式会社SOCRAH（設立予定）代表取締役社長

准教授　津村　宏臣

研究テーマ ｘR技術を応用した文化遺産コンテンツ開発と新しい博物館アーカイブの提案
ｘＲ技術を使用した文化遺産のデジタルコンテンツ作成と、ｘＲ技術の展示・開発実証作業の実施・３D計測の撮影スタジ
オ設営と計測作業の実施。地域機関、各種関係機関からの調査・研究のコンサルティング事業の実施。全国各地の博物館展
示そのものの「展示アーカイブ」は現状では成されていないため、企画展示の記録から展示を再構築し、恒久的に展示を享
受できるシステムと実装を実施します。

登壇目的 ①市場調査　②経営・営業人材の確保　③エンジニアの確保

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 助教　澤邊　太志

研究テーマ 心地よいコミュニケーションパートナーロボット
人と人の日常的な会話機会やコミュニケーション機会が減少している現代社会では、うつ病や認知症などが増加し、将来の
ウェルビーイングに悪影響をもたらします。そこで、会話機会の増加を促すため、ロボットから人へ日常的なコミュニケー
ションを継続的に行いました。人とロボットの間で信頼関係が構築されるとパートナーのような存在になります。この信頼
関係の構築に必要な、日常的な継続利用意欲を促す研究について紹介します。

登壇目的 ①福祉、介護分野での効果検証に向けた実証実験への協力
②営業、マーケティング等における人材の確保

登壇者 京都橘大学　工学部 教授　吉田　俊介

研究テーマ テーブルの全周から観察できる裸眼3Dディスプレイ技術 fVisiOn
この技術では一見すると何もないテーブルの中央に、全周360°から特別なメガネなしで観察できる3D映像を再生すること
ができます。2008年から研究を開始し、2015年には288台のプロジェクタを用いて直径90cm高さ70cmの円卓の形で実
装しました。インタラクティブに操作できるコンテンツが制作でき、人数を問わず着座した状態やその背後に立つ人々が高
さ5cm程度の3D映像を共有することができます。

登壇目的 ①商品開発における事業会社との協業　②経営人材の確保　③市場開拓にかかるパートナー
④資金調達

登壇者 京都工芸繊維大学　情報工学・人間科学系 助教　田中　一晶

研究テーマ 人の手の触感を再現するロボットハンドによる空間的・社会的結合の強化
ビデオ通話において相手と触れ合えるようにすることで、相手と同じ空間で対面している感覚である空間共有間を高め、社
会的結合を強められると考え、人の手の感触を再現するロボットハンドを開発しました。そして、空間共有感と社会結合を
強化する上で有効なシステムのデザインやロボットハンドの要素を検証し、遠隔身体接触システムの設計指針を示しました。
この知見は仮想空間のキャラクタやアバタとの身体接触にも適用し得ます。

登壇目的 ①エンターテイメント、サービスロボット分野等での共同／受託研究、技術指導、ライセンス契約等
②開発したシステムの社会実装を想定した実証実験等の連携



登壇者 立命館大学　情報理工学部 教授　野間　春生

研究テーマ 人を超える超小型触覚センサの開発と産業応用
産業用ロボット向け触覚センサーを提供します。本センサは直径1.5mmの極小型のセンサであり、このサイズでは従来にな
い三次元触覚機能を有します。製造現場では従来のマスプロから少量多品種の製造が求められ、旧来の高速かつ正確に同じ
作業を繰返す産業用ロボットに人間のような器用さが求められています。本触覚センサを協働ロボットに導入することで、協
働ロボットが人間のように対象を正確に把握できるようになります。

登壇目的 ①パートナー企業との連携　②次世代製品の開発に向けた資金調達　
③デジタル回路とセンサ回路の接合に強い実装企業とのマッチング

登壇者 兵庫県立大学　産学連携・研究推進機構 特任助教　吉木　啓介

研究テーマ 光学液晶の製品化と、応用製品の開発
光学機器用の小型、低コストな透過型液晶を開発しました。光学系に容易に組み込観可能で、光学機器に新たな機能付与が
できます。例えば、工業検査カメラに装着したときの難判別欠陥検査、LiDARや監視カメラに装着した場合の素材検知、霧
中観察など、従来難しかった計測が可能となります。他にもレーザー加工、レーザー溶接、光マニピュレーションなどにも
用途があります。光学用液晶の仕様は表示装置に比べて多様でありますが、様々な用途に応じて最適化された素材・設計の
実施や試作から生産まで対応可能な個別・小ロットな生産を低コストで提供します。

登壇目的 ①資金調達　②経営人材の確保　③エンジニア（液晶技術者）の確保

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 准教授　大竹　義人

研究テーマ レントゲン画像と三次元医用画像の２D-３D 位置合わせによる骨の動きの高精度解析
手術中のモニタリングや背骨・肺などの動きの計測に用いられるレントゲン画像は三次元的な診断ができません。一方でCT
画像は撮影台に寝た状態しか撮影できません。本技術はCT画像と姿勢を変化させながら撮影したレントゲン画像から骨の三
次元的な動きの計測を可能にします。これにより、脊柱管狭窄症など小さな骨（脊椎）の三次元的な動きに関連する病気の
診断や機序の解明、患者個別のリハビリテーション計画に寄与できます。

登壇目的 ①事業化に向けたパートナー企業との連携　②システム開発と経営に関する人材の確保

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 准教授　安原　主馬

研究テーマ 自然にまなぶ超撥水アルミニウム表面加工
自然界の生き物がもつ構造やしくみにヒントを得て、新しい機能性材料を生み出すバイオミメティクス。表面の微細な突起
により超撥水性を示すハスの葉を模倣し、フッ素樹脂加工を使わない環境調和型の超撥水加工を実現しました。本技術では、
アルミニウム基板に対して表面微細加工を施すことにより、接触角150度以上の高い撥水性を実現しました。連続３週間の
屋外暴露でも、接触角120度の高撥水を保持することが可能です。

登壇目的 ①最終製品の開発及び販売等に関する事業者との連携
②開発等に要する資金調達

登壇者 同志社大学文化情報学部・文化遺産情報科学調査研究センター
センター長／株式会社SOCRAH（設立予定）代表取締役社長

准教授　津村　宏臣

研究テーマ ｘR技術を応用した文化遺産コンテンツ開発と新しい博物館アーカイブの提案
ｘＲ技術を使用した文化遺産のデジタルコンテンツ作成と、ｘＲ技術の展示・開発実証作業の実施・３D計測の撮影スタジ
オ設営と計測作業の実施。地域機関、各種関係機関からの調査・研究のコンサルティング事業の実施。全国各地の博物館展
示そのものの「展示アーカイブ」は現状では成されていないため、企画展示の記録から展示を再構築し、恒久的に展示を享
受できるシステムと実装を実施します。

登壇目的 ①市場調査　②経営・営業人材の確保　③エンジニアの確保

登壇者 京都大学大学院　医学研究科 特定助教　後藤　和也

研究テーマ 認知症に対する治療用ワクチン開発
アルツハイマー型認知症に対する治療用ワクチンの開発を行っています。これまでのアルツハイマー型認知症に対するワク
チンとは異なる新しいターゲットでより効果的な治療を目指します。用いるワクチンはVLPワクチンという遺伝子を含まず
安全で高い抗体価を得られるワクチンで、現在はアルツハイマー型認知症モデルマウスを用いてその効果を検証しています。
ワクチン治療は他の疾患にも用いられると考えており、その可能性についても研究を進めています。

登壇目的 ①事業化に向けた資金調達

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 助教　澤邊　太志

研究テーマ 心地よいコミュニケーションパートナーロボット
人と人の日常的な会話機会やコミュニケーション機会が減少している現代社会では、うつ病や認知症などが増加し、将来の
ウェルビーイングに悪影響をもたらします。そこで、会話機会の増加を促すため、ロボットから人へ日常的なコミュニケー
ションを継続的に行いました。人とロボットの間で信頼関係が構築されるとパートナーのような存在になります。この信頼
関係の構築に必要な、日常的な継続利用意欲を促す研究について紹介します。

登壇目的 ①福祉、介護分野での効果検証に向けた実証実験への協力
②営業、マーケティング等における人材の確保

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 助教　松田　裕貴

研究テーマ BLEを用いた街の混雑度センシング技術および市民参加型による持続可能な技術運用プラットフォーム
Bluetooth Low Energyスキャナを搭載した設置型IoTを用い個人所有デバイスからの電波強度計測により、公共交通機関・
飲食店・公共施設など、街のあらゆる場所の混雑度を推定する「AIシステム」と、未知の空間にIoTを配置した際のAI学習
に必要なラベル（正解値）データを、協力来訪者から収集する「市民参加型ラベリングシステム」の2つのシステムからなる、
持続可能な混雑度情報収集技術です。

登壇目的 ①地域通貨など資金の循環する仕組みに興味がある事業者との連携
②デバイスのセットアップ、管理等に関する事業者との連携

登壇者 京都橘大学　工学部 教授　吉田　俊介

研究テーマ テーブルの全周から観察できる裸眼3Dディスプレイ技術 fVisiOn
この技術では一見すると何もないテーブルの中央に、全周360°から特別なメガネなしで観察できる3D映像を再生すること
ができます。2008年から研究を開始し、2015年には288台のプロジェクタを用いて直径90cm高さ70cmの円卓の形で実
装しました。インタラクティブに操作できるコンテンツが制作でき、人数を問わず着座した状態やその背後に立つ人々が高
さ5cm程度の3D映像を共有することができます。

登壇目的 ①商品開発における事業会社との協業　②経営人材の確保　③市場開拓にかかるパートナー
④資金調達

登壇者 奈良先端科学技術大学院大学 助教　山﨑　将太朗

研究テーマ 有用タンパク質の高生産を実現させる塩基配列の設計
ワクチンや成長因子に代表される有用タンパク質は、遺伝子を組換えた細胞を工場とした生産が行われています。生産性を
上げるカギは、目的タンパク質をコードする塩基配列です。この塩基配列を適切に書き換えることができれば、大量生産が
可能となります。実験によって得た大規模データと、機械学習、最適化アルゴリズムを活用することで、有用タンパク質を
高生産させることが可能な塩基配列の設計技術を開発しました。

登壇目的 ①システム構築及び事業実施に要する資金調達　②経営に関する人材の確保
③特許、ライセンス契約に詳しい方、今後の事業展開へのアドバイス

登壇者 京都工芸繊維大学　情報工学・人間科学系 助教　田中　一晶

研究テーマ 人の手の触感を再現するロボットハンドによる空間的・社会的結合の強化
ビデオ通話において相手と触れ合えるようにすることで、相手と同じ空間で対面している感覚である空間共有間を高め、社
会的結合を強められると考え、人の手の感触を再現するロボットハンドを開発しました。そして、空間共有感と社会結合を
強化する上で有効なシステムのデザインやロボットハンドの要素を検証し、遠隔身体接触システムの設計指針を示しました。
この知見は仮想空間のキャラクタやアバタとの身体接触にも適用し得ます。

登壇目的 ①エンターテイメント、サービスロボット分野等での共同／受託研究、技術指導、ライセンス契約等
②開発したシステムの社会実装を想定した実証実験等の連携

登壇者 大阪工業大学　情報科学部 講師　大井　翔

研究テーマ 高次脳機能障害者のための日常行動に基づくリハビリテーションと認知機能評価に関する研究
交通事故や高齢化に伴う脳機能の損傷である高次脳機能障害は、リハビリテーションを行うことで機能回復や機能低下を防
止することが可能です。この高次脳機能障害の評価には特殊な検査キットを使用する必要があるため、障害者や医療スタッ
フに負担がかかります。本研究では日常行動から認知状態をリアルタイムに評価することを目指し、実世界と仮想世界から
のリハビリテーション訓練と認知機能評価するシステムの構築を目指しています。

登壇目的 ①事業会社との連携　②システムの実践に向けた連携　③資金調達



登壇者 立命館大学大学院　テクノロジー・マネジメント研究科 教授　品川　啓介

研究テーマ 新市場創成に資する科学的イノベーションの起点の早期発見システム構築
科学の学術専門領域の論文書誌の情報（アブストラクト、キーワード等）を解読することで、新市場の創出に資する画期的
な「イノベーションの起点」を見出す研究に取り組んでいます。具体的には、独自の理論式を用い対象となる専門領域にお
けるイノベーションの出現可能性の高い期間を特定し、そこでの主要研究テーマのネットワークを明らかにすることで、高
精度、最短でイノベーションの起点を抽出します。

登壇目的
①特許事務所を交えた知財調査、特許出願　②アプリ開発人材の確保
③イノベーター、アーリーアダプターに相当する事業会社との連携　④初期事業人員の確保
⑤事業所の確保　⑥資金調達

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Kyoto Startup Challenge セミナー（毎⽉開催） 
スタートアップの創業に必要な知識を体系的に学ぶセミナー 

◆開催⽇：2 ⽉ 18 ⽇(⾦)「創業初期における仲間の⾒つけ⽅」 
          3 ⽉ 4 ⽇(⾦)「スタートアップにおけるファイナンス」 

 ◆会 場：KOIN（京都経済センター３階） 
◆講 師：ベンチャーキャピタル担当者等 
◆共 催：Re:Vive 

京都知恵産業創造の森 イベントのご案内 

Startup Monthly Discussion（毎⽉開催） 
京都のスタートアップ経営者とのパネルディスカッションと 
学⽣起業家によるピッチを開催 

◆開催⽇：2 ⽉ 16 ⽇（⽔）18 時〜 
     3 ⽉ 16 ⽇（⽔）18 時〜 
◆会 場：KOIN（京都経済センター３階） 

⼜は YouTube Live ⼜は Twitter Live 
 

【問い合わせ先】 
⼀般社団法⼈京都知恵産業創造の森 スタートアップ推進部 
E-mail : startup@chiemori.jp Tel : 075-353-7122 

イベントの詳細や申込については、スタートアップに関する様々な情報を掲載する 
京都スタートアップ・エコシステムサイトでご確認願います。 

スタートアップ・アライアンス・リンク 
メディカル・ヘルスケアテック及びエネルギー・クリーンテックの 
スタートアップによるピッチイベント 

◆開催⽇：2 ⽉ 17 ⽇（⽊）16 時〜 メディカル・ヘルスケアテック 8 社  
     3 ⽉ 10 ⽇（⽊）16 時〜 エネルギー・クリーンテック 8 社  
◆オンライン開催 
◆共 催：京都府、TECHBLITZ（イシン株式会社） 
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